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【手続補正書】
【提出日】平成28年2月26日(2016.2.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　適合型受信ダイバーシティを実装するように構成されたモバイル装置であって、
　プロセッサと、
　少なくとも第１と第２のダイバーシティモードで動作するように構成された１つ以上の
無線受信機であって、前記第１のダイバーシティモードは第１のデータ容量をサポートす
る第１のダイバーシティ対応方式を用い、前記第２のダイバーシティモードは第２のデー
タ容量をサポートする第２のダイバーシティ対応方式を用いる、１つ以上の無線受信機と
、
　前記プロセッサと前記１つ以上の無線受信機とデータ通信を行うコンピュータ化ロジッ
クであって、前記モバイル機器に、
　　容量条件及び接続性条件を評価させ、
　　前記容量条件及び前記接続性条件が満たされた時、前記第１のダイバーシティモード
で動作させ、
　　前記容量条件又は前記接続性条件のうちのいずれかが満たされない時、前記第２のダ
イバーシティモードで動作させる、
　ように構成されたコンピュータ化ロジックと、
　を備えるモバイル装置。
【請求項２】
　前記接続性条件が、１つ以上の連続したページング周期にわたる巡回冗長検査（ＣＲＣ
）障害の欠如を含む、請求項１に記載のモバイル装置。
【請求項３】
　前記容量条件が、第１の閾値を超える基準信号対干渉電力と雑音比（ＲＳ　ＳＩＮＲ）
を含む、請求項２に記載のモバイル装置。
【請求項４】
　前記容量条件が、前記第１のダイバーシティモードと関連付けられる第１の基準信号対
干渉電力と雑音比（ＲＳ　ＳＩＮＲ）と前記第２のダイバーシティモードに関連付けられ
る第２のＲＳ　ＳＩＮＲとの間の差を含む、請求項２に記載のモバイル装置。
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【請求項５】
　前記容量条件が、前記第１のダイバーシティモードに関連付けられる第１のチャネル品
質指標（ＣＱＩ）と前記第２のダイバーシティモードに関連付けられる第２のＣＱＩとの
間の差を含む、請求項２に記載のモバイル装置。
【請求項６】
　前記容量条件が、前記第１のダイバーシティモードに関連付けられる第１のスペクトル
効率と前記第２のダイバーシティモードに関連付けられる第２のスペクトル効率との間の
差を含む、請求項２に記載のモバイル装置。
【請求項７】
　適応型受信ダイバーシティをインテリジェントに実行する方法であって、
　（ｉ）接続性条件及び（ｉｉ）容量条件を判定することと、
　少なくとも第１のダイバーシティ対応方式と第２のダイバーシティ対応方式で構成可能
な無線受信機を介して通信することであって、
　前記第１のダイバーシティ対応方式は、前記第２のダイバーシティ対応方式より多くの
データ容量をサポートし得る、前記無線受信機を介して通信することと、
　現在の信号品質測定値を容量条件と比較することと、現在の接続品質を接続性条件と比
較することと、
　前記第１のダイバーシティ対応方式で動作する時、
　　前記現在の信号品質測定値が前記容量条件を満たし、前記現在の接続品質が前記接続
性条件を満たす時、前記第２のダイバーシティ対応方式に移行することと、
　前記第２のダイバーシティ対応方式で動作する時、
　　前記現在の信号品質測定値が前記容量条件を満たさないか、前記現在の接続品質が前
記接続性条件を満たさない時、前記第１のダイバーシティ対応方式に移行することと、
　を含む方法。
【請求項８】
　前記第１のダイバーシティ対応方式が、多入力／多出力（ＭＩＭＯ）ダイバーシティ方
式を含む、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記第２のダイバーシティ対応方式が下位ＭＩＭＯダイバーシティ方式を含む、請求項
８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記信号品質測定値が、信号対干渉電力と雑音比（ＳＩＮＲ）を含む、請求項７に記載
の方法。
【請求項１１】
　前記信号品質測定値がチャネル品質指標（ＣＱＩ）を含む、請求項７に記載の方法。
【請求項１２】
　前記信号品質測定値が、前記第１のダイバーシティ対応方式に関連付けられる第１の信
号品質測定値と前記第２のダイバーシティ対応方式に関連付けられる第２の信号品質測定
値との間の差を含む、請求項７に記載の方法。
【請求項１３】
　前記現在の接続品質が、閾値又は１つ以上の制御チャネルの１つ以上の巡回冗長検査よ
り大きい基準信号対干渉電力と雑音比（ＲＳ＿ＳＩＮＲ）に基づく、請求項７に記載の方
法。
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